
 

 

 

 

 

 

 

  極点図の規格化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 極点図の比較に規格化極点図を用いる事がありますが、 

 装置間で比較する場合、ｒａｎｄｏｍ試料の規格化定数が同一であるか重要です。 

 しかし、ｒａｎｄｏｍ試料の規格化定数が異なっていても、＋内部規格化することで 

 問題は解決します。 

 

 2017/06/21 StandardODF の規格化調査を追加 
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概要 

 極点図には、複数の極点図があります。 

  測定された極点図 

  平滑化された極点図 

  バックグランドを削除した極点図 

  ＲＤ処理された極点図 

  ｒａｎｄｏｍでｄｅｆｃｏｕｓ補正を行った極点図 

  内部規格化を行った極点図 

 更に、ソフトウエア(極点処理、ＯＤＦ)より規格化計算が異なります。 

  

 以下にＣＴＲソフトウエアによる処理を以下の項目で説明します。 

 ｒａｎｄｏｍ試料のバックグランド処理を行った極点図から補正曲線を作成 

  内部規格化あり、なしが考えられます。 

 ｒａｎｄｏｍ補正極点線によるｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正後極点図の内部規格化 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｒａｎｄｏｍ試料のバックグランド処理を行った極点図から補正曲線を作成 

アルミニウム粉末による極点図からｄｅｆｏｃｕｓ補正曲線を作成 

 バックグランドを削除 

 

  

 バックグランドを削除したＴＸＴ２ファイルが作成されます。 

  

 

 

 

 



ＴＸＴ２ファイルからｄｅｆｏｃｕｓファイルを作成 

 

 

 複数の２ファイルを選択すると defocusファイル名を表示 

 

 Normalizeなしで登録すると補正曲線は 

 

 

この補正曲線で、配向材料を補正します。 

 

 

 

 

 

 



ｒａｎｄｏｍ補正極点線によるｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 

 バックグランド削除＋ｄｅｆｏｃｕｓ補正（規格化なし） 

 

 

 

 

 

 



ｒａｎｄｏｍ補正極点線によるｄｅｆｏｃｕｓ補正＋内部規格化 

 

バックグランド削除＋ｄｅｆｏｃｕｓ補正（規格化あり） 

 

 

 

 

 

 

 



バックグランド削除＋ｄｅｆｏｃｕｓ補正（規格化なし）をＬａｂｏＴｅｘに読み込み 

 

 

最大値を見ると、内部規格化された値と一致する。 

 

 

 



ＯＤＦ解析後の再計算極点図 

 

 

極密度比較 

 

内部規格化ありなしの極密度の違いはｒａｎｄｏｍ試料と披検材料の規格化定数＜Ｉ＞の違いです。 

 

以下に＜Ｉ＞を比較してみます。 

 

 

最大密度＜規格化定数＞を表示しています。 

ｒａｎｄｏｍ試料と被検材料では、規格化定数が大きく異なります。 

この為、ＣＴＲソフトウエアでは、ｒａｎｄｏｍ補正＋内部規格化を勧めています。 

 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの規格化 

ODFPoleFigure2 の規格化で TXT2作成 

 

 

StandardODFで読み込み（データ読み込みで規格化が行われる） 

  

  

  

 内部で独自の規格化定数が計算されている。 

この調査に、ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで計算した完全極点図で調査を行う。 

 

ODFPoleFigure2 で規格化 

 

 規格化定数は、１．０と計算される。完全極点図では一致する。  


